
 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語＞ 

○「話すこと・聞くこと」の領域の正答率は全国より高い傾向にあります。 

○文と文の意味のつながりを考えながら，接続語を使って内容を分けて書く問題も全国よりも高い傾

向にあります。 

○目的に応じて，本や文章全体を概観して読む問題は正答率が高かったです。 

♦情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉える問題は正答率が低かったです。 

♦漢字を文の中で正しく使う問題は正答率が低かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数＞ 

○「量と測定」「図形」の領域の正答率は全国より高い傾向にあります。 

○示された図形の面積の求め方を解釈し，その求め方の説明を記述する問題は比較的よくできていま

した。 

○加法と乗法の混合した整数と小数の計算をする問題は無回答率も低く全国より高い傾向にありま

す。 

○無解答率 0の問題が多くあり，子どもたちの学習に向かう姿勢のよさがうかがえました。 

【今後の取り組みのポイント】 

＊自分が伝えたい情報を相手に分かりやすく伝えるために，収集した情報の中から必要な内容を整理

して書くことができるようにします。 

＊新出漢字の字形を練習することにとどまらず，文章を書き，見直すなかで漢字のもつ意味を考えな

がら，正しい使い方を習得できるようにします。 

令和元年度 全国学力・学習状況調査  

 ４月１８日（木）に第６学年を対象に実施されました全国学力・学習状況調査につきまして，８月の

公表・送られてきました個人の結果，さらに，すでに公表されました旭川市の分析結果を踏まえ本校の

分析を行いました。本校の結果と今後に向けての改善策をお知らせいたします。 

旭川市全体の調査結果の概要と今後の改善策等は，旭川市のホームページで公開されています。 

https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/218/251/257/d056900.html 


